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１ はじめに

愛知県立安城特別支援学校ＰＴＡの活動の一つとして、通学区域内にある６市を単位

にした「地区別懇談会」を設けています。この会は、同じ市の保護者が地域の情報を共

有し、学校や関係機関と協力しながら、「住み慣れた地域で子供たちが豊かに暮らし続

ける」ことを目指しています。ここでは、本校で展開している地域の特性を生かした「地

区別懇談会」の活動やそこから発展した「働く場所づくり」の取組を紹介するとともに、

活動を振り返ることで、今後のＰＴＡ活動の展開についての一助にできたらと考えます。

２ 安城特別支援学校の概要

(1) 学校の概要

安城特別支援学校（以下、「本校」と表記）は、愛知県の三河地区南西部の安城

市南部に位置しています。昭和 53年４月に開校し本年度で 37年目となる知的障害特

別支援学校です。全校で 433 名（平成 26 年４月１日 現在）の児童生徒が在籍して

おり、小学部、中学部、高等部、（うち訪問教育２名）を設置しています。平成 20年

度までは全国一の大規模校で、平成 21 年にみあい養護学校の開校で岡崎市と幸田町

が分離しましたが、相変わらず増加の一途をたどっています。現在の通学区域は、安

城市、西尾市、刈谷市、高浜市、碧南市、知立市の６市で、児童生徒はスクールバス

６台、電車、自転車等で通学しています（図１）。

学校の風景 ＜図 １＞

本校の教育目標は次のとおりです。

教育基本法の精神にのっとり、一人一人の特性や能力に応じた教育を進め、

家庭や社会の一員として、力強く生き抜く人間を育てる。

ア 健康な身体と明るい心の育成に努める。

イ 最後までやり抜く気力を養う。

ウ 日常生活や社会生活に必要な知識や技能の習得を目指す。

エ 日常生活を豊かにする生活習慣を形成する。

本校では、小学部から高等部までの一貫したキャリア教育を推進しています。今回

のテーマであるＰＴＡが推進する「地区別懇談会」と、学校が保護者向けに開催する、

小学部低学年から卒業後の進路に意識をもってもらうための「保護者学習会」、教員

が部別に地域の福祉サービス提供事業所と情報や意見交換を行う「福祉事業所連絡会」

安城特別支援学校通学区域

愛知県西三河南部 ６市

愛 知 県
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を開催するなど、保護者と教職員がタイアップして進路指導に力を入れていることが

特徴です（表１）。

＜表 １＞

(2) ＰＴＡ活動の概要

本校ＰＴＡは、その前身となる愛知県立安城養護学校親の会として、昭和 60年５

月８日に発足し、平成 23 年４月１日から愛知県立安城養護学校ＰＴＡに、平成 26

年４月１日には愛知県立安城特別支援学校ＰＴＡに改名され、今年で 30年目を迎え

ます。この会の目的、事業内容は、次のとおりです。

目 的 ： 家庭と学校が協力して本校の教育目標を達成するとともに、

会員相互の親睦を図ること

事業内容： (1) 学校教育及び家庭教育の充実・向上に関すること

(2) 会員相互の研修と親睦に関すること

(3) その他本会の目的達成に必要なこと

役員は、会長（１名）、副会長（４名）、書記（２名）、会計（２名）、監査（２名）、

相談役（１名）の計１２名（校長、教頭、事務長を含む）で構成しています。役員

は、各市や各学年からバランスよく選出し、三つの委員会を構成（図２）し、小・

中学部、高等部の部主事や総務主任がオブザーバーとして担当しています。各委員

会は、各学級から選出された学級委員がそれぞれの委員会に分かれて活動を推進し

ています。

通常のＰＴＡ活動と並行して、地区（各市）ごとに分かれて「地区別懇談会」の

運営もしています。

安特システム 安しんな生活を送るため特別に人を養成するシステム

地区別懇談会役員情報交換会 ６市約５０名＋ＰＴＡ役員＋進路指導部＋校長

小学部保護者学習会
年間３回以上

福祉を変えていくのは
小学部低学年保護者

中学部保護者学習会
年間２回以上

福祉、進路に興味をも
つ

高等部保護者学習会
学年ごと、全学年

具体的に自分のことと
して実行していく

保護者学習会
地区別懇談会 年間３０回

参加者 延べ １，０００名以上

安城特別支援学校に

通う各市ごとに行う学

習会 本校に通う地域
の保護者の縦の輪作り

６市の特別支援学級の
保護者参加

地域の障がいのある
保護者の輪作り

６市の行政、相談員、

福祉事業所等が参加
当事者 家族以外の

人たちの輪作り

福祉事業所連絡会等

安城特別支援学校の

小・中・高等部の教員た
ちの学習会

ポンテカフェ匠等で行う

自主的な本校の教員・

福祉関係者等の学習
会

地

域
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ＰＴＡ組織及び活動内容 ＜図 ２＞

事業委員会 委員長 学級委員

副会長 （学校：部主事）

書 記 研修委員会 委員長 学級委員
会 長

（学校：部主事）
会 計

広報委員会 委員長 学級委員
監 査

（学校：総務部主任）

･６地区懇談会
地区別懇談会

･匠カフェサポートの会

（学校：進路担当）

ＰＴＡ夏まつり実行委員会

＜ＰＴＡ委員会＞

委 員 会 名 主 な 活 動 内 容

・学校環境、教育活動の充実に協力する。
事 業 委 員 会

・美化活動、バザー等の企画・運営を行う。

・会員の教養を高め、児童生徒への理解を
深める。研 修 委 員 会

・社会見学、研修会、ボランティア養成講
座等の企画･運営を行う。

・会員に必要で有益な情報を伝える。
・「あおぞら便り」、会報誌「碧空」の編集

広 報 委 員 会 や発行等を行う。
・ベルマーク、エコキャップの収集・整理
等を行う。

＜ＰＴＡ夏まつり実行委員会＞

・企画・渉外担当
ＰＴＡ役員

・本部担当

会 長 各委員会委員長・副委員長 全学級委員 ・庶務担当

・総務担当
教 職 員

・放送、記録担当

福祉事業所

企 業

高校生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
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３ 「地区別懇談会」

(1) 立ち上げの経緯

本校ＰＴＡは、設立以来、家庭と学校が協働し、卒業後も子供たちがそれぞれの

地域で将来にわたり生き生きと豊かな生活を営んでいけるようにという親の願いの

実現に向けて活動してきました。平成 12年度からは、学校が「福祉関係者連絡協議

会」を年に１回主催し、地域の関係機関との連携による環境改善の話合い、相互理

解の場が設定され、現在に至っています。

ところが、平成 15年度から始まる支援費制度の導入を目前に控え、各市町に対応

した勉強会や要望活動が必要となりました。また、平成 13年度には児童生徒数が約

400名となり、増加に歯止めが掛からない状態になりました。過大校であるが故に、

保護者同士が協力し合い、より地域に密着した情報交換や、きめ細かな対応を組織

的に展開をしていく必要が出てきました。そこで、新たに平成 14年度からは、ＰＴ

Ａと学校が共催で、近くに住んでいる保護者が、さらに地域に密着し、関係機関と

連携した環境作りに組織的に動き始めたのが「地区別懇談会」です。

主な開始理由は、次のとおりです。

＜地区別懇談会の開始理由＞

ア 学校でも進路に関する懇談会を学年や部ごとや進路希望別に実施している

が、７市５町（当時）という広い校区のため、それぞれの地域の実情が異なる。

イ 地域によって異なる問題点や解決のためのアプローチの仕方も違う。話題が

かみ合わなかったり具体的な話につながらかったりすることが課題となった。

ウ まずは、同じ地域で保護者同士が集まり、共通の話題で話し合うことが一番

大切。一人一人で解決できないことでも、みんなで力を合わせれば何か道が開

けるきっかけになるのではないか。

(2) 地区別懇談会の役割と取組内容の方針

このように始まった「地区別懇談会」ですが、役割としては、主に次の点が上げ

られます。

＜地区別懇談会の役割＞

ア 毎年テーマを決めて学習会を行い、本校以外の関係者を巻き込んで地域を変

えていくこと。

イ 各部、地域別、学年ごとに学習会を行い、保護者が小学部から高等部までの

学年間の縦のつながりと横のつながり（地域）をつむぎ、仲間意識を深めてい

くこと。

ウ 学習を重ねていくことで、保護者の考え方や日頃の取組が成長する。

このような役割を活動に位置づけ、子供たちの成長につながるという共通理解を

もって実施しています。また、取組の基本としては、現在､次の点に留意して実施し

ています。
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＜取組の基本＞

ア 愛知県内の福祉が進んだ地域のケースを手本にしていくこと。

イ 相談支援専門員、福祉サービス提供事業所、行政、社会福祉協議会関係 者を

交えて実施すること。

ウ 各市の小中学校特別支援学級の保護者について

安城特別支援学校主催の地区別懇談会に参加してもらう。

地区別懇談会保護者役員が各地区で市役所、こども課、教育委員会等に案

内文を持参して参加を呼び掛ける。

エ ９月までに「来年度 私の住む市は こうしていきましょう」と、保護者、

障害福祉サービス提供事業所、行政の担当者と話合い、その結果をまとめて、

各市の次年度予算や福祉計画に取り入れてもらえるようにする。

オ ９月下旬に行われる本校主催の福祉関係者連絡協議会で、参加する碧海６市

の福祉関係者や行政等の関係機関と共通理解を図る。そして、各市のよりよい

福祉の内容やシステムを一緒に考え、一つ一つ実現していく。

以上のように、本校の保護者自らが、自分の住む市の福祉を充実していく磁石に

なり、特別支援学級保護者、相談支援専門員、障害福祉サービス提供事業所関係者、

行政担当者、民生委員、ボランティア、学生、福祉関係者以外の人を巻き込んでい

く活動を目指しています。そして、子供たちが安心して暮らし続けられる街作りを

目指しています。

(3) 組織について （図 ３）

設立当初は、10 地区でスタートしましたが、現在では、ＰＴＡと学校（進路指導

部）との共催で、通学区域を６地区に分け、それに「匠カフェサポートの会」を加

えた七つの懇談会で構成しています。会員は、本校の小学部から高等部までの保護

者です。地区別懇談会を推進する委員は、原則ＰＴＡ役員が兼務せず、オブザーバ

ーとして参加することで、役割を分担しています。次年度を迎える前の２月に次の

委員を選出し、引き継ぎを行っています。前年度の委員が必ず１名は留任すること

でスムーズな運営ができるようにしています。

また、平成 20年度からは、６地区の役員が学校へ集まる地区別懇談会役員情報交

換会を年５回実施して各市の福祉をリードする人材を育成しています。この情報交

換会は、各地区の取組内容や運営についての情報交換や悩みの相談、学校の進路指

導担当から福祉に関する情報提供の場となっています。具体的には、次のような観

点で情報交換会を実施しています。共通な話題については、安城特別支援学校通学

区域６市を二つのブロックに分け、学習会等を効率よく実施しています。

＜「地区別懇談会役員情報交換会」の内容＞

ア 地区の福祉サービス事業所及び行政の現状、行政等との話合い等の予定

イ 各地区での問題点の整理と解決への方策の検討

ウ 懇談会の方向づけについて

エ 複数地区でのブロック別の勉強会

Ａブロック ： 刈谷、知立、碧南、高浜

Ｂブロック ： 安城、西尾
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＜図 ３＞

「地区別懇談会役員情報交換会」は、各地区の推進役が一堂に会することで、各

地区で取組に差が出ないようにする役割を果たしています。また、地区合同の講演

や学習会をここでの話合いにより企画することで負担を軽減し、共通の話題を共有

できるなど、「地区別懇談会」を推進する主要な協議の機会となっています。

このような組織でスタートした「地区別懇談会」は、保護者の皆さんの努力によ

り、さらに発展し、福祉サービス事業所を設立する動きまでに育っています。平成 24

年７月には安城養護学校生徒の職場体験や卒業後の働く場として、学校のすぐ近く

にカフェをオープンしました。それを保護者がサポートする会も地区別懇談会の一

つに位置づけ、月１回の話合いを持っています。さらに、平成 26年度には、知立地

区の地区別懇談会の保護者が食堂をスタートさせました。詳細については「４『匠

ん（たくみん）の会』と『ポンテ カフェ匠』」、「５ 地域での新たな展開『グルー

プ Aｍｉ』」でお伝えします。

(4) 実施状況

平成 14年にスタートした「地区別懇談会」について、その取組内容や会員の意識の

変容について、平成 17年度から現在に至るまでの経過を、年１回ＰＴＡが編集し発行

する会報誌「碧空」の記述から振り返り、今後の課題を考えます。

地区別懇談会の組織図

＜ ＰＴＡ役員会＞

校 長 会 長 副会長
事務長
教 頭 書 記 会 計

地区別懇談会役員

部主事
（オブザーバー）

総務主任 会計監査

進路指導部

地区別懇談会役員情報交換会

地 区 別 懇 談 会

安 西 刈 知 碧 高 匠
立

城 尾 谷 ・ 南 浜
豊（ （ （

明

（ （

ん
さ ロ 刈

（

み し
く

ー

谷 知 ど ら
ら ズ 交 立 り ぎ
会 の 流 前 会 く

) 会 会 進 ) )

) ) 会

)

Ａ ブ ロ ッ ク Ｂ ブ ロ ッ ク
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ア 各地区の実施状況について （別紙 １）

「地区別懇談会」の取組や状況を、それぞれの地区別に年度毎にまとめた表が、

別紙１「各地区の実施状況一覧」に示してあります。当初は何をしたらよいか分か

らず、話合いや施設見学を重ねました。そこから徐々に、先輩の保護者からノウハ

ウを引き継ぎ、地区をまたいで保護者同士が手を携え、その時々のニーズに対応さ

せたタイムリーな内容を話題にするようになりました。また、それぞれの地域性を

生かし、会場を設定したり、参加者を増やす工夫がその間になされてきました。

イ 取組内容や保護者の意識の変容からみた「地区別懇談会」の動向

（ＰＴＡ会報誌「碧空」の記述より）

地区により進み具合や取組内容はさまざまですが、次の表２は、各地区で実施さ

れた特徴的な取組内容や保護者の意識がうかがえる記述を、年度ごとにまとめたも

のです。先述の「福祉関係者連絡協議会」や「地区別懇談会」の開始の経緯も一緒

にまとめて示してあります。

＜表 ２＞ 「地区別懇談会」の取組内容や保護者の意識の変容

（ ○主な取組、☆特徴的な取組、保護者の意識 ）

平成 12年度

＜自立支援推進連絡会（年１回）＞

・本校独自で「自立支援推進連絡会」を開始した。これは、次のことを目的

としている。

(1) 関係機関との情報交換を通じ、卒業後の地域および職場でのよりよい

自立支援のあり方を検討する。

(2) 本校教育に理解を得るとともに、職業教育、進路指導の充実を図る。

（第１回目）趣旨説明情報交換会、講演「知的障害者の就労」

参加者 ： 公共職業安定所（刈谷、碧南出張所、岡崎、西尾、名古屋南）

愛知県障害者職業センター、 西三河職業相談員

市町役場（７市６町）、 施設関係

手をつなぐ育成会､ 本校親の会

学校関係（豊田高等、三好、豊川、岡崎の各養護学校）

本校職員

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 企業、刈谷職安、西三河職業相談員、商工会議所（安城、岡崎）

平成 14年度

＜「地区別懇談会」開始の経緯、実施してみての感想＞

・平成 15年度からの「支援費支給制度」の開始を目前に控えていたこと。

・問題点や解決のためのアプローチの仕方も違う。話題がかみ合わなかった

り具体的な話につながらなかったりしたことが課題となった。

・何から始めてよいか分からず、でも、何でもいいからやってみよう。

・過大校全国１位の本校であったので、保護者ならでき、学校ではできない

話や小回りがきき、きめ細かな動きができる利点があった。
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平成 17年度

○各地区、手探りながらも独自の取組から開始した。各市町の障害者福祉の

現状について懇談会、支援費の話を市役所職員から聞く施設見学会

（高浜地区：チャレンジ春・夏休みの有効利用）

○多くは、平成 18年度から施行される自立支援法・サービス関連

・学習会

・施設見学会（居住市町の作業所・福祉施設）

（他地区の先進の取組をしている施設）

・懇談会・学習会 市役所職員や障害福祉サービス事業所施設長から聞く

平成 18年度

○福祉サービスの勉強会

☆卒業生保護者との懇談が増加

☆養護学校保護者にとどまらず地域の小中学校特別支援学級の保護者にも声

をかける（知立市）

☆喫茶、パン工房「ふるふる」を高浜市南部ふれあいプラザにオープン

（「のりのりフットワークの会」が卒業生の働く場として）

☆気軽に参加できるためのイベントの工夫がされ始める

・ボウリング、コンサート、親子ハイキング（岡崎地区）

☆結束して地域福祉の向上を目指す動き

（保護者から福祉課への一方向の要望といった印象）

・ヒアリングアンケートを実施し、市の福祉計画へ反映させる取組み

（他団体と結束して行政に会う機会を設ける、意見をまとめて訴え）

（感想で、行政との連携の大切さを実感）

☆新たな施設への見学。同じような見学先

（見方を変えれば、地区を超えた、保護者同士の情報連携、横のつ

ながりができていることが分かる）

平成 19年度

○地区の障害福祉サービス事業所を定期的（年１回）に見学する地区もあり

○他地区と合同で、学習会を開催が見られるようになる

○卒業生保護者の体験談（就労、施設開設）

☆市福祉課とのやりとりの中で、互いの情報提供の機会としての機能

☆保護者の情報連携が進展（他の市の状況を踏まえて要望）

☆保護者にアンケートを実施するなどで課題が具体化する。

（夏休み日中一時支援利用の要望を市役所へ 等）

平成 20年度

○先進的な他地区の施設見学

☆教師のキーマン（本校進路指導コーディネーター）による講師・相談が活

発化

・市の福祉の現状
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・市の福祉課、施設の職員とのつなぎ､パイプ役

☆４月当初の会で相談支援専門員の紹介をするようになる（知立地区）

☆安城養護学校で地区別懇談会役員情報交換会 開始（年５回）

・地区の保護者推進役育成、情報交換

平成 21年度

○碧南市、刈谷市が、他地区との合同学習会

○ライフサイクルプランの学習と立案

○施設立ち上げの学習会

○定期的に各市の自立支援協議会と意見交換会

○移動支援事業についてのアンケートを本会以外の事業所利用者にも実施

・刈谷地区では、利用者側と事業所側の双方の意見を集約し、市役所や

相談支援センターへ配布

☆「親がやるべきこと」「行政がやるべきこと」（安城地区）

初めて市役所の方と情報交換会という地区もあるが、協力し合って互いに

できることを模索するという意識が高まる ＜「互いに育つ」という意識＞

☆「やれば変わる自信を感じる」

☆通園、通所施設、地域の小中学校特別支援学級の保護者にも呼びかける地

区が増える

☆細かなニーズへの対応をするようになった

・保護者アンケートによる学齢ごとに必要なサービスや福祉資源の一覧

表作り」（高浜市）

平成 22年度

○ 21年度の取組を継続

☆障害福祉サービス事業所と「顔の見える関係」であること

☆各事業所と保護者がコミュニケーションを深めることが大切

・スタッフの向上は、サービスの向上につながる

・それぞれのニーズについてのやりとりの深まり

平成 23年度

○防災関係の学習会が増える。地区合同学習会も

○防災についての学習会へ特別支援学級の保護者参加（碧南地区）

○講演「本人、保護者に寄り添う相談福祉を通じてのまちづくり」

（安城、西尾地区）

○卒業後に進路、親亡き後の成年後見、ケアホーム、グループホーム学習会

（刈谷地区）

☆学習会への小中学校特別支援学級保護者への参加呼びかけに５７名参加

（刈谷地区）

☆「自ら行動を起こさない限り、進展はない」 （西尾地区）

☆子どもたちの自立のために保護者自らも指導方法を学んでいく大切さ

（高浜地区）

平成 24年度
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○学習会「一緒に創ろう～豊かな生活～」（西尾、安城地区合同）

○学習会「高等部卒業後の就労、年金と障害年金、新しい支援法と受給者証の活

用」（刈谷地区）（碧南地区）

○講演「安心してくらせるシステム作り」（西尾地区）

○知立地区「Ａｍｉ」発足（知立在住 11名の保護者子供たちの将来を考える会）

☆防災の学習、障害者の福祉や豊かな生活を保障することが他の人を含めた豊か

な町づくりにつながるといった意識

☆相談支援専門員との連携の大切さ

平成 25年度

○学習会「地域で元気に働こう、暮らしていこう」（安城地区）

○「自立支援法」についての学習会

○地元の障害福祉サービス事業所運営する喫茶店で昼食会

○「法人を立ち上げた先輩のお母さんから学ぶこと」（刈谷地区）

○グループホーム、ケアホームの学習（高浜地区、碧南地区）

○自立支援協議会とローズの会共催による日中一時支援事業所見学会、サポート

ブック作成（西尾地区）

☆自立支援法学習会

☆自分たちで施設立ち上げの希望や機運が上昇している。

☆グループホーム、ケアホーム利用の要望が高い。

平成 26年度 （中間報告については、次に述べる）

○特定非営利活動法人Ａｍｉ設立

ウ 平成 26年度の各地区の取組

状況（中間報告）と地区別懇

談会役員情報交換会

(ｱ) 各地区別懇談会（表 ３）

本年度も施設見学をはじめ、

市の福祉課職員や相談員、事

業所職員を迎えての各種サー

ビス利用についてや療育につ

いての講演会が実施されてい

ます。

特別支援学級保護者を含め

ての活動が定着していること、

保護者と福祉担当者とのつなが 地区別懇談会役員情報交換会の様子

りの深まり、一体感を感じられ

る活動が展開されています。
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＜表 ３＞

地 区（名 称） ７月までの活動 活 動 の 概 略

安 城 地 区 活動計画中

(さくら会)

刈 谷 地 区 ＜ 6/26（木）施設見学 ・刈谷市の活動についてのお話。

(刈谷交流会) 刈谷市子ども相談センター＞ ・保護者同士の茶話会、勉強会、親

・本校保護者１５名、特別支援学級 子向けのクッキング、運動会、防

保護者１０名、その他２名 災体験等の活動の話を聞く。

・未就園児向けの活動(ヨガ、クラ

フト、アロマ等)発達にひずみつ

子供やその保護者の方へのピアサ

ポート活動をしている。

・放課後等デイサービスについての ・浜松市で個別療育の事業所として発

話。ことばとこころの教室につい 足。

て ・１コマ４５分間の個別療育を行う。

・放課後デイサービスも行っている。

・児童発達支援・放課後等デイサービ

本校の保護者が、刈谷市内の全 スを刈谷市で 2014年１２月に発足。

ての特別支援学級小学校、中学

校、母子通園施設等に案内文を

持参して情報発信をした。 後半は、保護者との情報交換で保

護者間のつながりや福祉サービス

を活用して、子どもの療育や保護

者の子どもに対する接し方等で会

話が盛りあがった。本校の保護者

が特別支援学級保護者にサービス

利用についてアドバイスも行った。

碧 南 地 区 活動計画中

(みどり会)

知 立 地 区 ＜ 6/3（月）於 : 福祉の里八ツ田＞ ・本校進路担当者より、予備知識とし

(知立前進会) ・知立市の相談員について知る て、相談事業の説明とサービス等利

＋豊 明 ・本校保護者１９名、特別支援学級 用計画の内容とライフサイクルプラ

保護者３名、社協相談員３名、け ンとの関連性等の説明があった。

やき作業所相談員２名、知立市福 ・知立市相談員５名との一問一答。

祉課課長、担当者、本校進路担当 グループワークをして、各グループ

者 から出された質問について、相談員

とやりとりした。具体的に質問に答

えることで、保護者と相談員の親近

感がもてた学習会であった。
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・特別支援学級保護者の悩みを相談員

知立市の相談員が２名から５名 や本校保護者が答えることで、知立

になった。本校保護者が市内の 市が一体になった会であった。

者も誘い、相談員全員の日程を

調整して会場を確保して行っ 今後、学習会を相談員と打ち合わ

た。本校保護者が特別支援学級 せながら行うことで、特別支援学

保護者に子育てについてアドバ 級保護者も含む大きな意見として

イスも行った。 まとめていくことを確認した。

西 尾 地 区 活動計画中

(ローズの会)

高 浜 地 区 ＜ 5/15（木）於：高浜いきいき広場＞ ・卒業後を見越した親の関わりのアド

(しらぎく) ・支援者（親）の見方・関わり方 バイスをいただく。保護者が、支援

高浜障害者相談センター総合コー 者側の立場にたったロールプレイを

ディネーターの方のお話 行い、体験から心がける点を学ん

・本校保護者１４名 福祉課２名、 だ。

障害福祉サービス事業所２名、特

別支援学級保護者５名

＜ 6/26（木）施設見学＞

・社会福祉法人樫の木福祉会「おや ・就労移行支援事業所、就労継続支援

まカフェ」一宮市の見学 Ｂ型、生活介護、ヘルパー派遣事業、

・本校保護者１０名 福祉課３名、 グループホーム、日中一時支援事業、

特別支援学級保護者１名 短期入所、相談支援事業等多機能の

・生活介護でもボーナスが多く出され

上記二つの学習会も本校保護者 れているとのこと。施設は、大変活

で講師の選定、見学先の段取り 気あった。

をすべて行う。市内特別支援学

級保護者、福祉課などを誘い計

画して実施した。参加した方か

ら感謝されている。

(ｲ) 西尾市地域自立支援協議会との連携でサポートブック作成に至ったエピソード

平成 25 年の夏休みに、西尾市内の河川で起きた水難事故を教訓に、防止システムと

サポートブックを作成することにしました。本校ＰＴＡ役員や地区別懇談会で何度も話

合い、市の自立支援協議会に提案しました。同年 12 月に西尾市でサポートブックが福

祉課、本校進路指導部、ＰＴＡ役員会、地区別懇談会と連携して完成しました。

サポートブックは西尾市で福祉サービスを利用するすべての障害児・者が利用するこ

とになりました。各障害者福祉サービス事業所のスタッフは、一覧表にしたサポートブ

ックを用い、注意事項の項目を打ち合わせ、対応を徹底することになりました。今後、

毎年数回、リスクマネジメントの研修会や話合いをする地区別懇談会で意見を取りまと

めたり、障害福祉サービス事業所の職員に使い勝手を改善していきます。
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＜図 ４＞

(ｳ) 地区別懇談会役員情報交換会

図３にあるように、地区別懇談会役員情報交換会は、地区別懇談会を推進する各地区

の役員とＰＴＡ役員で構成しています。情報交換をとおして、各地区の特長を生かしつ

つも取組の格差をなくし、情報の共有や取組のノウハウを共有することを目的にしてい

ます。平成 26年度の取組について紹介します。

ａ 平成２６年度地区別懇談会役員情報交換会の取組状況

平成２６年度のテーマ ： 『夢のある生活プラン☆』

① 我が子の１週間、１ヶ月、３年後の生活を考えよう☆

② 自分の住む市の相談支援専門員とステキなライフプランを創っていこう☆

③ 保護者の皆さんがポンテカフェ匠をワイワイと活用して、輪を創っていこう☆

本校では、子供一人一人が育っていくことに見通しを持ち、それぞれのニーズに応じた

支援を目指して保護者、障害福祉サービス事業所、関係機関、学校が連携ていくために、

「ライフサイクルプラン」を作成し、３年に一度見直していくことにしました。

（別紙 ２）
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ライフサイクルプラン作成の考え方

b 平成２６年度の取組紹介（第１回、第２回）

第１回 ４月 22日（火）

９時 30分～ 12時

本校会議室

約 40名の保護者が参加。各市の福祉や

進路先、放課後支援等夏休みの利用を含

めて、現状と課題について進路指導部か

ら話がありました。

５月に開かれるブロック別学習会では、

各市で中核となる相談員さんとの連携の

必要性や具体的な連携について話合いま

した。

核となる保護者が、地域の障がいのある子どもや保護者のためにどんなことをす

ればよいか話合いました。後半は、本年度の各地区の学習会の内容と講師の選定、

会の進め方等を福祉の充実を考えながら、各市ごとに話合い、年間計画を作成し

ました。

我が子の今と将来を考えよう！各ライフステージでの取組

現

在

３年後の未来今から こうしたらきっと・・・

今から こうだときっと・・・

（こんな支援をすると）

＊

＊

（こんな様子だと・・・・）

最高の未来
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第２回 ７月１日（火）

９時３０分～１２時

本校会議室

約 50名の保護者が参加して、ブロック別

学習会の反省を行いました。各市の学習会の

進め方を相談員と連携して行い、福祉を充実

していくことを確認しました。

考えさせられるケースについて、当事者保

護者の了解を得て話題にしました。家庭内で

他害が激しく、相談員、行政、入所施設、放

課後支援の事業所、児童相談所等関係機関と連携して取り組んでいるケースについて共

有しました。そこから得られた教訓をもとに、小学部から高等部までのライフステージ

で家庭でやるべきことについてワークショップをしました。多くの保護者の方に、相談

員との連携の大切さや親離れや子離れの必要性を考えていただくために、会としてどん

な役割を果たしていくのか等を熱心に話合いました。

(5) 「地区別懇談会」の成果

当初、何から始めたらよいか分からず、とにかく何でもいいからやってみること。

動かなくては始まらないこと。目の前にあるニーズに向かっていくこと。これはど

んなときでも言えること。そこから、「やれば変わる自信を感じる」手応えを得ら

れるようになっている状況である。以下に、保護者の意識の変化と取組内容の変容、

地域福祉の変容についての成果についてまとめます。

ア 保護者の意識の変化と取組内容の変容

地区別懇談会ブロック学習会の様子
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(ｱ) 保護者の意識の変化

(ｲ) 取組内容の変容

ａ アンケートを何度も実施するうちに 学齢によってニーズが異なることが分
かった。そして、子供のライフステージに応じた「やるべきこと」等が話し合わ
れ、共通理解が深まったことにより「ライフサイクルプラン」への記入ができる
ようになってきた。

ｂ 一方的な要望だけでは望みは実現せず、福祉課、相談員、障害者福祉サービス
事業所等の相手の状況もくみ取り、手を携えるが大切であること。顔の見える関
係であること。特に、直接子供がお世話になる障害者福祉サービス事業所の職員
とは「互いに育つ」関係であること。スタッフに子供のことをよく伝え、信頼し
て託して連携していくことがサービスの向上につながることが理解できた。

ｃ また、「行政がやるべきこと」「親がやるべきこと」をしっかりと見極めるこ
と。子供たちの自立のために、保護者自らも指導方法を学んでいく大切さをあら
ためて実感した。

ｄ 先輩保護者とのつながりや、地区を越えてのつながり、情報共有が子供を育て
る上で大切である。

ｅ 本校の保護者だけの取組でなく、手をつなぐ育成会との連携をはじめ、就学前
施設や園、小・中学校の特別支援学級、さらには障害サービス事業所に通所して
いる方の保護者も含めて一緒になって地域の福祉等を考え、推進していくのが本
来の姿である。

ｆ 障害児・者のニーズの実現は、自分たち保護者を含めた地域住民にとって住み
やすい街づくりになる。

ｇ 平成18年度には、高浜市で、地区別懇談会から派生した保護者（のりのり
フットワークの会）が中心となり、卒業後の働く場として「喫茶 パン工房『ふ
るふる』」を高浜市南部ふれあいプラザにオープン、地区別懇談会の中で、平成
24年には在学中の児童生徒が飲食等のマナーの学習、職業体験ができる場として
安城市に「ポンテカフェ匠」が、平成26年度には知立市で「レストランあみ」が
オープンするなど、地区別懇談会の取組みから卒業後の働く場所を保護者自ら
が努力して創り出す動きへと発展した。

ａ 福祉課の職員や相談支援専門員、障害福祉サービス事業所の職員を迎えて話合いをし、互い

に理解を深めることで、それぞれのニーズや果たす役割についてのやりとりが深まった。

ｂ 他の先進的な取組をしている障害福祉サービス事業所の見学と並行して、地元の事業所も毎

年見学するなどの動きが見られる。今ある地元の事業所を訪れ、意見交換や手伝いなどをする

ことを通して改めて一緒によくしていこうという意識になった。

ｃ 地区の小・中学校特別支援学級の保護者にも声を掛け、一緒になって地域の福祉の改善を推

進しようとする意識が強くなった。

ｄ 会の持ち方も合同学習会等を行ったり、地区別懇談会役員情報交換会を開くようになるなど、

活動が活性化し、効率的な運営ができるようになった。

ｅ ライフサイクルプランの学習をきっかけに、自らの子供の目の前の課題のみに向きがちあっ

た状態から、長期的な見通しをもった取組について考えるようになり、学習会や講演の内容も

変容した。

ｆ 地区別懇談会の取組から、ケアホーム、グループホームへのニーズが上昇した。また、施設
立ち上げに向けての動きへと結実するケースが出てきた。
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(6) その他の成果（福祉関係者連絡協議会の展開）

平成 23年９月に本校主催による定例の福祉関係者連絡協議会が開催されました。

碧海６市の相談支援専門員をパネリストにシンポジウムをしました。全校保護者に

アンケートを実施し、相談事業の実態を把握して、情報交換しました。

＜参加者＞約 250名

・本校保護者

・福祉サービス提供事業所関係者

・企業関係者

・障害者団体関係者

・市福祉課及び相談支援担当者

・公共職業安定所関係者

・特別支援学校進路担当者

福祉関係者連絡協議会の様子

アンケートで話題になったのが､保護者が相談支援専門員のことを知らない場合が多

いこと、また相談支援について「分からない」方が半数存在していること、市によ

り差が大きいことです。地域によって福祉の質に格差があったり、相談する人によ

って取組の温度差があってはいけない。相談支援専門員は各市の福祉を充実させる

エンジンの役割をしており、碧海６市がネットワークを組んで福祉の充実をするべ

く相談支援の充実と関係機関の連携のシステム構築が急務であることが分かりまし

た。

(7) まとめと今後の課題

平成 14 年度に発足した「地区別懇談会」ですが、同じ思いをもつ保護者が手を携

え、市の福祉担当者や福祉サービス事業所職員、学校と連携し、この 13 年間、思い

を引き継ぎながら発展させてきました。それぞれの地区できめ細かな対応が組織的に

展開できることを目指してきました。また、障害者が豊かに暮らせる環境作りに保護

者が一致協力して取り組んできました。この会が、さらに多くの保護者を巻き込み、

地区の障害のある児童生徒の福祉サービスを含めた生活する環境の改善、卒業後の働

く場所を保護者自らが創り出していくきっかけとなればと考えます。以下に、主な今

後の課題を示し、今後に役立てていく足がかりとしていきます。
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ア 人的交流面

イ 活動面

ウ その他

４ 「匠（たくみ）んの会」と「ポンテカフェ匠」

(ｱ) ボウリング大会等の親睦のためのイベントを実施したり、会合を喫茶店

での茶話会にしたりするなど、さらに地域の特性を生かした工夫を大切に

していきたい。

(ｲ) 最近では、地区間での情報のやりとりが、例えば、講演の講師や施設見

学先、学習会の内容等をはじめ活発化した。まだ、地区で温度差はありつ

つもそれぞれの地区の課題に応じた活動を展開していきたい。

(ｳ) 子供や保護者の生活する上でのニーズに、よりきめ細かく対応した要望

を出していきたい。

(ｴ) 市の福祉課や施設職員に対して一方的な要望でなく、互いの立場を踏ま

え一緒になり、さらに地域の福祉の向上に貢献していきたい。

(ｵ) 子供の将来を見据えての、今できる準備、施設の立ち上げについての学

習会をより充実していきたい。

(ｱ) 各地区別懇談会を取りまとめ推進する、福祉に精通したキーマンがいると、

保護者にとって最新の情報を得たり、地区の福祉向上の道標となる。反面、

の地区も講演会や学習会の内容が一緒になってしまうこともある。現在、本

校の進路指導コーディネーターがその役割を果たしているが、いずれは、市

の障害福祉を総括するコーディネーターがその役割を担っていけるとよい。

(ｱ) 手をつなぐ育成会等の保護者の団体にも参加する保護者は多いが、他の

団体に比べ小回りのきく組織である点が魅力であり、生かしていきたい。

(ｲ) 就学前の園や施設、小中学校に在籍する保護者にとっては、情報が少な

く、保護者同士の交流の範囲も狭い傾向にある。いろいろな情報や保護者

とつながるよい機会としてさらに大切にしていきたい。

(ｳ) 各地域の市役所福祉課や相談支援専門員、障害者福祉サービス事業所等

との関わりが深まり、「顔の見える関係」となった。互いの役割を理解し

た上での活動になってきている。さらに連携を深めていきたい。

(ｴ) 全般的には、参加者が一部の保護者に固定されており、参加者を増やす

ことが課題である。
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(1) 立ち上げの経緯

平成 21年度親の会会長が全

国大会で、東京都立青鳥養護

学校内にカフェがあり、地域

の人たちが気楽に訪れ、生徒

が授業で作った物を販売した

り、接客の練習を日頃から行

い、社会に出て行く準備をし

ていることを知りました。障

害の重い子どもは、生涯で一

度も企業やお店での実習の体

験もなく学校生活を終わりま

す。学校内にカフェができ

れば、すべての子どもたちが関わることができます。「校長先生、安城養護学校の中

に喫茶店はできないの？」この一言がきっかけとなり、「匠カフェ」設立に向けての

取組がスタートしました。平成 21 年９月に行われた本校主催の自立支援推進連絡会

でも、参加者 350 名の参加者の前で、校内でカフェを作ることができないかという話

題が持ち上がりました。

ア 「安真会」の発足

もう一つの経緯として、平成 23 年度安城市の福祉サービス事業所が手一杯とな

り、卒業生の受け入れが難しくなっているという事情がありました。安城市の進路

先を心配した進路指導部と親の会役員、地区別懇談会役員が話合い、安城市地区

別懇談会主催で今後の進路先問題解決のため話合いの機会をもちました。平成 23

年２月９日に安城地区別懇談会が主催として第１回「安城市の進路先を真剣に考え

る会（安真会）」を開催しました。市役所福祉課課長補佐や市内の９か所の福祉サ

ービス提供事業所の代表や社会福祉協議会相談支援専門員、中学部、高等部１年、

２年生保護者等約４０名、ＰＴＡ会長、校長、進路指導担当者が参加しました。こ

の先数年間は新しい事業所を作る計画がなく、参加したすべての福祉サービス提供

事業所代表からは、利用者さんの高齢化に伴い、今後はグループホーム作りが優先

となり、卒業生が通う進路先設立は当分計画がないことが伝えられました。そこで、

保護者ができることからアクションを起こし、協力し合いながら新たな日中活動の

事業所の設立ができるよう、地区別懇談会の役員が代表となりました。その後、安

城地区だけでなく、ＰＴＡとして取り組むことになりました。こうしてスタートし

た「安真会」ですが、当初の話合いでは保護者主体の進路先の誰が責任をとるのか、

ただでさえ忙しいのにさらに忙しくなる、自分の子供が入れないのに何で安城だけ

こうした取組をするのか、関心のない保護者はどうするかなどの本音が出されまし

た。また、「何をそこでするの？バンバン仕事？障害が重い子はどうするの？在校

生は関われないの？」、「いつできるの？」、「実習はできるの？」、「どんな人たち

が利用するの？」、「どの地域で？安城だけ？」、「うちの子は入れるの？」、「児童

ディサービス、ケアホームはしないの？」、「たかができても３０人、一杯になっ

たらどうするの？」と創る楽しさよりも辛さが先にある様子でした。

イ 理念づくり

そこで、創る楽しさ、やりがいを見いだすために、理念づくりから取り組むこと

にしました。話合いから導き出された理念づくりのポイントは図８のとおりです。
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＜図 ８＞

安城養護学校のある地域の安心な街づくり活性化の理念をもち、家庭や学校、事業

所スタッフ、街を末永く育て、はぐくみ続けられること、他の地域のモデルとなるこ

となどの柱立てができました。

そして、事業所づくりの前提となる「安城養護学校に在籍する児童生徒の保護者

が大切にしたい理念」として次のような四つの理念を構築しました（図 ９）。

この理念を基に、新たな事業所づくりを展開することになりました。

ウ 事業所開設までの具体的な動き

(ｱ) 事業運営主体探し

さらに、事業所開設に向けて

は、土地や建物をどうするか？、

費用は？といった問題があり、

担当を保護者役員で割り振り、

活動拠点（土地、建物）、行動

計画（イベント、サポーター）、

スタッフ募集等の絞り込みを期

日を決め絞り込んでいきまし

た。

23 年８月には同じ県内にあ

る福祉サービス事業所「豊橋ら

・ばるか」夏目代表の紹介で、

障害者の雇用を全国的に展開し

ていた会社の東京本社を訪問

し、「匠カフェ」についてや事

業理念等を伺いました。そして、

会社の協力により、店作りをし

ていくこと、開店までのいろい

ろな課題をクリアしていくこと

になりました。（図 １０）

(ｲ) 地域の方々の協力

その間、近隣の製粉株式会社

社長との出会いがあり、米粉

を使った製品作りをしていこう

という構想が持ち上がりました。 ＜図 ９＞

○ 本校を含む地域の障害のある人

○ 地域の人 ○ 保護者 ○事業所 スタッフ

(ｱ) 街づくりの視点（みんなのことを考えて）

○保護者仲間、学校、相談員、

事業所スタッフ、関係機関、

地域の人たちで創るビジネスモデル

(ｲ) 各市展開の手本となる

○ 家庭、学校、事業所スタッフ、街

(ｴ) 育てる､はぐくむ､見守る視点

○自分の子供が利用するといった考えだけ

でなく、地域を含め、本人や家族が安心す

る場

(ｳ) 障害のある人の生活を支える場を

たくさん創る

理念づくり
「私たち安城養護学校に在籍する

児童生徒の保護者が大切にしたい理念」 四つ

１ 私たちは、障害のある人たちだけに視点をおくのではな
く、地域の人たちにとっても暮らしやすい街、地域の方々
も共に生きる街を作りたいと思っています。

・事業所・お店を作るのではなく、街を作る。

・障害があってもなくても、大人も子供も、老人も、

分け隔てなく、「共に生きる」という考えをもって

もらえる場所を目指す。

10

２ 私たちは、利用者さんにとって、安心して楽しく
通える場所、もっている力を発揮できる場所を目指
していきたいと思っています。

３ 私たちは信頼できるスタッフがいる場所。そして
そのスタッフと保護者が気軽にコミュニケーション
をとることができ、共に子供の成長を見守れる場所
にしていきたいと望んでいます。

４ 私たちは、利用者だけでなくスタッフのことも大
切にされる職場、スタッフがやりがいや希望がもて
る、また、成長できる職場、スタッフの家庭や生活
が守られる職場であることを望んでいます。

11



- 21 -

そして、ＪＡや近隣の農家の

の協力により、学校西側の田ん

ぼで米作りからはじめ、その米

を使ったパスタをメニューとし

て出そうという夢が膨らみまし

た。現在でも、職場体験実習と

いう形で、中学部３年と高等部

２年が苗植え稲刈り体験を合同

で実施しています。

＜図 １０＞

お店（進路先）を創る

事業運営は？

場所は？

保護者の協力は

得られるか？
どんな人が利用？

何をする？

お金は？

理念は？

スタッフは？
（サービス管理責任者）

ＰＴＡ役員 ＋ 安真会役員

地区別懇談会役員 全校保護者 全校の先生

Ｐ Ｔ Ａ
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運営会社東京本社にて 「ら・ばるか」にて

また、平成 23 年１１月には、メニューの考案について、桜花学園大学の先生が、協力

してくださることになりました。食品栄養科学が専門で、「子供の食と栄養、食生活」を

学生に教えておられます。ゼミの学生が地元の旬な素材を利用してレシピを考えて、店の

メニューの考案やアドバイスをいただいたことで、メイド・ｉｎ安城製品開発が進みまし

た。また、学生にとっても開店後に本校や店を訪れたことで、地域との連携の大切さを実

感でき、地産地消の意識がより深まったようです。

田植え体験

(ｳ) 事業運営主体の意向決定と役割確認

平成 23年６月には、運営会社の方や「豊生ら・ばるか」の 夏目代表が来校し、それ

ぞれの役割を確認し合いました。そして、平成 24 年２月には、運営会社社長を本校に

迎え、設立に向けての具体的方向性や動きの確認、事業所設立に向けての意向決定を行

いました。この会は、今まで新たな

事業所作り、店作りのために奔走し

てきた保護者にとって、大きな記念

すべき日となりました。会社へのプ

レゼンテーションでは、役員全員が

発表内容を分担して行い、ＰＴＡの

組織として子供たちの成長を高める

取組であることを伝えました。また、

図１１のように、「運営会社」、「保

護者」、「学校」それぞれの意向や

２月の本校での会議様子 役割を確認しました。
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そして、事業所と安城養護学校ＰＴＡ、学校が連携し、地域のご協力をいただきなが

ら、協力し合って「ポンテカフェ匠」を設立、開店していくことになりました。

「ポンテカフェ匠」のポンテはイタリア語で「橋（はし）」の意味で、笑顔のあふれ

る店として人と人との架け橋の場所になってほしいと言う願いが込められています。こ

の名前は、「夢を形に」という全保護者に配布される会報で募集し、たくさんの応募か

ら決まった名前です。そして、同時に運営母体となる会社との提携で、実習先や進路先

として「就労継続Ａ型事業

所ポンテカフェ」「就労移行

支援事業所」を立ち上げる

ことになりました。

＜図 １１＞

(2) 「ポンテカフェ匠」の開店まで

店舗の外観 店内の様子

ア 店の立地

店を出すと決めてからは、店舗の選定をはじめ、改装、スタッフ採用、運営、協

力会員の募集、メニュー選定等、企業の動きはとても速く、ついて行けないくらいの

ペースで事が進みました。店は、安城養護学校校門から 500ｍの距離で、名古屋鉄道

西尾線桜井駅からも徒歩で５分のすばらしい立地条件です。これなら、児童生徒 が学

校から歩いて校外学習に出かけたり、そこで実習したりするなど気軽に利用でき ます。

また、保護者が学校帰りに気軽に誘い合いお茶を飲んで話をするなどいろいろ 利用で

きます。交通の便がよく、近隣住民も気軽に利用できる「地域のホットスポット」です。

それぞれの役割それぞれの役割
学校の役割学校の役割

設立まで

①保護者の意見、アイエスエフネットとの調整

②授業・実習・進路先としての関わり方の調整

オープン後

児童生徒の可能性を育て、社会に送る。

学校と企業の連携スタイルモデルの模索

保護者の役割保護者の役割

設立まで

保護者や地域との協力体制構築

オープン後

①地域の人へのＰＲ

②サポーターづくり

③スタッフやサービスを育てていく

④事業そのものを育てる

設立会社設立会社の役割の役割

事業運営の責任とリスク

事業設置と運営のコスト

雇用主としての責任

サービス提供者としての責任
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イ プレオープンセレモニー

平成 24 年４月からは、７月の開店に向けて、利用者とスタッフによる関係者だけの

営業が始まりました。同年５月 16 日にはプレオープンセレモニーを開催し、株式会社

Ｍｉ Ｃａｆｅｔｏ（ミ・カフェート）代表取締役の川島良彰氏をお迎えし、コーヒー

についての話や入れ方の実演会を行いました。これが縁で、川島氏は、「ポンテカフェ

匠」用のブレンドをしていただいています。

コーヒー実演会の様子

ウ 開店

平成 24年７月 11日に念願の「ポンテカフェ匠」がオープンしました。

オープニングセレモニーで伊澤校長からは、「このお店は、安城養護で学ぶすべての子

供たちが将来必要になる力を身につけるために学校の中だけではできない経験を身につ

ける場です。また、この取組は、提携事業所の協力でお店の運営のノウハウを私たちに

提供してくれます。つまり、これがモデルケースとなって各市に広がっていくことを期

待しています。☆夢を形に☆皆さんの力で成功することを願っています。」のメッセー

ジをいただきました。また、この

事業のコーディネーターからは、

「設立母体の企業グループが、保

護者の皆さん、安城養護の先生た

ちの情熱に応えた。保護者の皆さ

んが会員になって店舗経営を支援

する。学校が匠カフェと連携して、

出口を想定した実践的教育を実施

する。桜花学園大学が地産地消の

メニューを開発する。地域（地元

企業）が地域の食材を提供する。

企業と保護者組織と学校、地域が

互いの強みを生かして行う。雇用

の創造事業。全国初のモデルケー

スです。保護者の皆さんは、ぜひ会員となってください。このモデルが成功すれば、２

号店も形になっていきます。」というメッセージをいただきました。

当初、スタッフは４名で、利用者は本校卒業生を含む６名、保護者のサポート１０名

でスタートしました。

夢を
形に

愛知県初の進路先創りの取組

保護者＋学校＋企業＋地域

☆夢列車 匠んカフェ誕生物語
２４年７月１１日オープン☆

安城養護学校長
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(3) 活動内容紹介（学校、保護者の協働）

ア 運営コンセプト

店を運営する利用者には、長らく在宅であったり、一度は企業に就職するものの人

間関係で離職した本校卒業生３名を含む６名でスタートしました。それに加え、本校

保護者10名もサポートに入りました。自分にしかできないこと（特技・長所）にスポ

ットライトをあてること、そして「教わる」から「教える」ことで責任と成長を感じ

てもらう事、単に「作業」をするのではなく何故やるのか、何が重要なのかを理解し

て仕事するよう働きかけることを心掛けました。例えば、空いたお皿をさげる「作業」

ではなく、空いたお皿を何故さげるか、どんなタイミングでさげるのがお客様にとっ

て気持ちがよいかなど考え、「明るいお店、おもてなしの心」を大切にして人材育成

をしていくことを目指しました。

利用者のトレーニングの様子１ 利用者のトレーニングの様子２

イ メニューについて

そして、地域とのつながり、「笑顔がこぼれる

お店」としてサービスの提供を目指し、いろい

ろな方の協力により、メニューも図１２・１３

のようになりました。
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＜図 １２＞

＜図 １３＞

地域とのつながり、街づくりを目指したサービスを
★おいしい珈琲

PonteCafe匠の「匠スペシャルハンドドリップコーヒー」！！

匠スペシャルハンドドリップコーヒーは、世界のコーヒーハンター
「川島良彰氏」直伝のコーヒーです。

最高の豆、最高の焙煎、最高の技術で一杯一杯入れています。

★アンティパスト

桜花学園大学の先生を始め、ゼミの皆さんが考案してくだった

ヘルシー料理の数々・・
そして、ポンテ自慢の「健康弁当」にも入っている、
健康なおかずたちも満載・・

温かいスープも飲み放題・・今日は何のスープかな？
女性にはうれしい♡ちょっとしたケーキも仲間入り。
シェフの気まぐれでメニューは日によって変わります。
食べ放題のお料理をパスタと一緒にぜひお召し上がりください。

★健康弁当

地産地消、健康をテーマにした、栄養士監修のオリジナル弁当！

玄米ご飯、野菜たっぷりのおかずは、
女性はもちろん、健康が気になる男性の方にもおすすめ。
企業様への配達、店頭販売も行なっています！
是非一度お試し下さい。
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ウ 保護者のバックアップ体制

(ｱ) 匠んサポートの会

保護者のサポートとして、この活動をＰＴＡ活動の組織の中に位置付けました。

今後役員が変わっても、継続して子供たちのためにサポートができるように、支え

る会とお店の名称を全校保護者に呼びかけて募集しました。組織の名前は、子供た

ちを保護者の方が笑顔で希望をもつということで「夢 列車 匠ん（たくみん）」

と名付けました。親しみやすいようにあえて「ん」を付け足しました。

(ｲ) 匠カフェ定例会議

毎週、運営母体会社とポンテカフェ匠の職員代表と匠んサポートの会保護者、学

校職員が集まり、現状や運営、メニューについての話合いがもたれました。ドーナ

ッツやケーキ等のテイクアウトの拡大の方法、宣伝広告の工夫、宅配サービス事業

等々知恵を出し合ってきました。

(ｳ) 「夢を形に」（安城養護学校ＰＴＡ 夢列車☆匠んサポートの会 会報誌）

ポンテカフェ匠での活動紹介、予定、児童生徒の校外学習や在校生や卒業生が利

用しやすい特別メニュー企画を記載しています。また、２Ｆスペースの有効活用の

ために、保護者の学習会・茶話会、おしゃべりの場、カルチャー教室、懇親会での

利用を働きかけています。（別紙参照）

店内の様子 １ 店内の様子 ２

エ 学校とのタイアップ

ポンテカフェ匠は、安城特別支援学校中

学部、高等部生徒の職場体験として厨房業

務、接客等の実習の機会として利用されて

います。最近では、地域の中学校や本校以

外の特別支援学校の実習もたくさん受入れ

ています。また、小学部から高等部の児童

生徒の校外学習で飲食店の利用や食事マナ

ーの学びの場としても利用されています。

それ以外にも本校児童生徒が製作した作品

展示が常時展示され障害者の理解啓発にも

一役買っています。 校外学習利用の様子 １
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職場体験実習（高等部）の様子 校外学習利用の様子 ２

また本校は、ＷＡＦＣＡ（デンソーアジア車いす交流センター）やあいおいニッセ

イ同和損保株式会社と連携して「Make a Change Day」というボランティアイベント

を近隣のアピタ（大規模小売店舗）の協力で実施しています。ポン・テ・カフェ匠も

その一環として移動販売車で販売活動を行っています。ポンテカフェ匠の事業所スタ

ッフと学校職員の連携はとりやすく、実習を通した生徒へのアドバイス、また、学校

の先生が福祉の情報収集や利用者への対応のスキルを学ぶ学習会も開催しています。

オ 保護者、教職員、本校ＯＢの利用

本校保護者や卒業生の保護者や教職員、本校ＯＢも、ポンテカフェ匠を学習会や懇

親会の場としての利用しています。例えば、小学部から高等部の重複障害学級の保護

者が集まり、障害の重い子供の子育ての悩みを話し合う懇談会をています。また、学

校の先生が勤務後に精神科医等の外部講師を招いて講義を聞いたり、福祉サービス事

業所のスタッフと定期的に事例検討会を行ったりしています。ときには、演奏会が開

かれることもあります。

学習会の様子１ 学習会の様子 ２

(4) 成果と今後の課題

「校長先生、安城養護学校の中に喫茶店はできないの？」この一言がきっかけに、

地区別懇談会のＰＴＡ役員が中心となり地域や関係者の援助やご尽力を得て「ポンテ

カフェ匠」は設立されました。そして、平成 26 年７月には２周年を迎えました。そ

の間、運営、サポートで紆余曲折を経ながら設立の理念を何とか維持しつつ、現在に
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至っています。

その成果は、次のとおりです。

演奏会の様子

ア 安城特別支援学校児童生徒にとって

イ 保護者にとって

ウ 地域にとって

(ｱ) 学校では体験できない実際の店舗で、安心して職場体験実習や校外学習

が実施できるようになった。

(ｲ) 卒業生や障害のある方が働く姿をじかに見て接する機会を得た。

(ｳ) 実習の際に、指導員さんにいろいろお願いがしやすく、また、実習生の

様子や課題について率直な話を聞き、校内の指導に生かすなど、社会の中

で生きる力をつける学習ができるようになった。

(ｴ) 学校のすぐ近くなので、気軽に外食体験等の学習ができるようになった。

(ｵ) 子供たちの作品を地域の方に見に来てもらえる表現の場となった。

(ｱ) 街づくりの一環として安城特別支援学校の児童生徒が安心して働くこと

を学べる場、お店のマナーやメニューを選ぶ、お金を支払うなど社会生活

をする上で必要な事柄を安心して学習できる場が確保できた。

(ｲ) 利用者が楽しく力を発揮できる場やシステム作りができた。

(ｳ) 安城特別支援学校の保護者やＯＢの方が気軽に集い、「おしゃべりの

場」として学習会や懇親会を開ける身近な場所ができた。

(ｴ) 子供たちの作品等が年間を通して飾ってあるので、楽しみが増えた。

(ｵ) 事業所づくりのモデルとして他地区の刺激になり、保護者の連携や取組

みの手本となった。

(ｱ) 「ポンテカフェ匠」の設立までの運営方法、メニューづくり等をとおし

て、保護者、学校、関係機関、地元の方々との連携が深まった。

(ｲ) 地域の人たちが店に来ることで、障害者について自然に理解が深まり、

応援してくれる人の輪が広がった。

(ｳ) 地域の特別支援学級等の児童生徒が見学や実習先として利用している。
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今後の課題としては、主に次のことがあげられます。設立も大変でしたが、今あるポ

ンテカフェ匠を維持発展していくことはさらに大変なことだと思います。今後も障害のあ

る子供たちを含め、私たちが過ごしやすい街づくりに手を携えて取り組んでいきます。

５ 地域での新たな展開 「グループ A ｍｉ」

知立市の地区別懇談会（知立前進会）は、小さな市だけにアットホームな話合いがで

きる地域で、早くから育成会や地域の作業所、市役所等との連携が進むなど、活動が盛

んな地域です。土曜日のホリディクラブ、卒業後の子供の働く場所を考える会「きらき

ら」、中高等部生徒のための「作業クラブ」の取組も平成 17年度から始まっています。

そんな知立市で進路先の福祉事業所から、平成 24 年度からの産業現場等における実

習や進路先としての受け入れが困難であることが示されました。そこで、知立前進会の

うち、進路先を考える中核の保護者 10 名が中心となり、平成２４年の１１月以降月１

回のペースで「知立市の進路先を考える会（以下、グループＡｍｉ）」を発足しました。

(1) グループ「Ａｍｉ」の活動

ア 活動の目的

グループＡｍｉには、知立市福祉課長、福祉課担当者、保護者代表、アドバイ

ザー社会福祉法人事業所長、本校進路指導担当が参加し、毎月一回話合いを重ね

ました。目的は、以下の３点です。

(ｱ) 知立市の活性化

(ｲ) 障害のある子供たちの市民の理解

(ｳ) 在校生の実習の場所、放課後支援の場所、進路先作り

イ 内容

毎回、話合いテーマを決め保護者が

分担して次の会までに情報収集する

という形で行ってきました。その結

果、福祉サービス提供事業所の地図

の作成や、知立市内の企業、商店、

福祉資源や人材のマップ作りを行い

ました。それを基に、知立市でほし

い活動内容やサービス内容や福祉資

源を話合いました。話合いを重ねる

毎に保護者、福祉課、学校が一体と

なっていくことが実感でき、とても

良いいチームになっていきました。

(ｱ) 在校生や卒業生の保護者が気楽に店を利用して情報交換を行い、保護者

の輪が拡がるような役割を高めること。

(ｲ) 安城特別支援学校の児童生徒が今まで以上に力を身につけられる学習す

る場となること。

(ｳ) より地域にとって魅力ある発信をし、多くの人が訪れる店にする。

(ｴ) 子供が安心して通え、働ける場所づくりの先進例となること。
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(2) 新たな展開「レストランあみ」

平成 26 年４月からは、知立市

福祉課の働きかけで、知立市福祉

の里八ツ田（知立市シルバー人材

センター）の２階にある食堂をグ

ループＡｍｉ保護者の方たちがロ

ーテーションを組んで「レストラ

ンあみ」を運営することになりま

した。保護者のがんばりで現在は、

１階にある老人のデイサービスの

食事も提供を始め、ここに訪れる

方たちの昼食やティータイムの場

所としてとても活気のある場 レストランＡｍｉ

所になっています。材料の仕

入れからから献立作り、調理、

接客などすべてグループＡｍ

ｉのお母さんたちが行ってい

ます。近所の老人や市の議員、

行政、教育関係者、民生委員、

市民等多くの方が利用して

おり、保護者が子供たちの

ために元気に働く姿を見て、

この活動に大いに共感して

応援してくれています。訪

れる方たちから「障がいの

ある子どもたちは大切だ。

障がいのある人たちを 1か

所に集めるのではなく、そ

こに元気な老人やボランテ

ィアや学生も入れて，知立

市に活気のある場所を創ろ

う」という声があがってい

ます。一方、子供の働ける

場所の確保を目指して話合

いを重ねてきたことが実を

結び､平成 26年７月には、

ＮＰＯ法人Ａｍｉの会を立

ち上げました。来春からの

卒業生の進路先としてをス

タートさせる予定です。

レストランあみ活動紹介（平成２６年６月１１日朝日新聞朝刊）
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(3) 成 果

「グループＡｍｉ」は、知立前進

会の延長として、障害のある子供た

ちへの理解、地域の活性化、知立の

子供たちの働き場所を何とか確保し

ようとスタートしました。市や社会

福祉協議会、障害福祉サービス事業

所との連携で「ＮＰＯ法人Ａｍｉの

会」の設立にまでたどり着いたこと

は感無量の思いです。ここからが子

供たちのためにも住みやすい街づく

りのためにも本当のスタートです。

メニュー、ユニホーム

主な成果として、次の点が上げられます。

６ まとめ

本校ＰＴＡは、設立以来、家庭と学校が協働し、卒業後、子供たちがそれぞれの地域

で将来にわたり生き生きと豊かな生活を営んでいけるという親の願いの実現に向けて活

動してきました。平成 14 年度からスタートした「地区別懇談会」は、当初、各市町で

「支援費制度」の勉強会から始まりました。手探りの状態から、近くに住んでいる保護

者同士が、一人一人で解決できないことでも、みんなで力を合わせれば何か道が開ける

きっかけになるのではないかという思いの話合いや地元や先進的な施設の見学から始め

ました。その後、各市町の課題への対応を保護者が力を合わせて地道に解決していく集

団へと発展し、今日に至っています。この間、福祉課、社会福祉協議会、地元の障害福

祉サービス事業所、先進の取組をしている障害福祉サービス事業所等との勉強会や話合

Ａｍｉの会は、本校ＰＴＡ会長が中心的役割を果たしており、例えば地区別

懇談会役員情報交換会を通して他地区へも大きな刺激となりました。また、

保護者の進路学習会や教員の会議等での報告を通して、保護者自らが関係機

関と連携して進路先を作っていく活動に大きな影響を与えています。保護者

は自分たちも何かしていこう。教員はサポートをしていこうという効果をも

たらしています。

市の福祉課長が毎回学習会に参加してくださり、保護者と福祉課との相互理

解連携が深まりました。また、活動場所の家賃補助を市として初めて行うこ

とを決定し、活動場所をいろいろ探してくれるなど連携がとれています。今

後の具体的サポートにも生かされそうです。
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い等を通して関係者が課題を共有し、解決や実現に向けて「顔の見える関係」「互いに

育つ関係」で協働して取り組むことができたことが、一番の成果であり、活動への励み

になりました。

また、学校においては、「福祉関係者連絡協議会」「地区別懇談会役員情報交換会」「碧

海地域相談支援ネットワークの会」等を始め、日頃からの、情報提供や課題解決に向け

ての相談など、地域を

またいでの総括的な調

整役としての動きをし

てきました。

そして「地区別懇談

会」の集団は、今では、

「子供たちが安心して

学習したり働いたりす

る場所を提供したい」

という思いや、「卒業

後の子供たちの働く場

所がない」という現実

的な問題の解決に向け

て、障害者福祉サービ

ス事業所を設立、誘致

するなど具体的な動き

ができるようにまで成

長しました。平成 24

＜図 １４＞ 年７月には安城養護学

校生徒の職場体験の場、

卒業後の働く場として「ポンテカフェ匠」の開設に至りました。さらに、平成２６年度

には、知立地区の地区別懇談会の保護者が「レストランあみ」をスタートさせました。

今後は、図１４に示したような「地域生活支援システム」の構築を目指し、「地区別

懇談会」が役割を果たしていきたいと考えています。

以上のように、保護者自らが手を携えて、地域に住む障害のある子供を持つ保護者や

相談支援専門員、福祉サービス提供事業所関係者、行政担当者、民生委員、ボランティ

ア、学生、企業、元気な中高年等、福祉関係者以外の人がネットワークし、協働で活動

できたことが今回の成果につながったと思います。

７ 終わりに

一人では何もできず、何をしたらよいか分からなかった私たちが、「地区別懇談会」

を通して、周りの協力を得ながらも福祉の充実、子供たちも保護者も学校も地域も育ち

合う関係ができつつあります。「ポンテカフェ匠」「レストランあみ」の誘致、設立は、

「やればかわる」大きな励みになりました。

保護者だけ、学校だけではできないことが、市の福祉課等の行政機関、地域の障害福

祉サービス事業所、地域住民の方々と手を携え、協働すれば何とかなることが今回の取

組で実感しました。

障害のある子供たちや私たちを含んだみんなが、互いに過ごしやすい環境作りに向け、

今回の取組が、ほんのちょっとしたきっかけになればと思います。そして、子供たちが

安心して働ける場所が増え、私たちが豊かに暮らせる街が少しでも広がればと思います。
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そして、子供たちの笑顔と成長のために、｢想いは力｣、｢夢を形に｣保護者と教師が協力

し、今後も連携を深め、互いに学びあいながら、｢一人一人が磁石｣になり、地域のいろ

いろな人たちをくっつけながら、｢自分たちの市は住みよい街だ｣と思えるためのＰＴＡ

活動を続けていきたいと思います。



☆ 夢 を 形 に ☆         第８号 

平成 25年 11月 29日 

安城養護学校ＰＴＡ  

「夢
ゆめ

列車
れ っ し ゃ

☆匠
たくみ

ん」 

★今回のテーマ★ 

「ポンテカフェ匠」の原点！！ 

 
「ポンテカフェ匠」はこんな思いをもって作られました。今回は、原点にもどって、子供たちの生活

をより豊かにするための「ポンテカフェ匠」の活用について再確認したいと思います。 

 

『校外学習等で先輩が働く様子を見たり、外食をしたり、 

   先生と一緒にお店のお手伝いをしたりするなど様々な体験をさせたい』 

小学部の子供たちは、学校の中だけでなく、社会で生活していくための学習も行っています。「ポ

ンテカフェ匠」を利用することで、気兼ねなく友達と一緒に楽しく飲食できる利点があります。こ

こでの学習を生かして、地域のお店へのデビューを目指しています。 

高等部の生徒は、バイキングのバランス良い取り方を学んだり、働く先輩の姿を見て刺激を受け

たり、より社会に近い目的を持って利用しています。 

どの学年も子供たちに合わせた目的を持って利用しています。そして回数を重ねることで確実に

成長していっています。同じ場所でもどんどん課題が変わっていきます。次の校外学習ではどんな

課題を持って臨み、どんな姿を見せてくれるでしょうか・・・。楽しみですね。 

 

 

『会社やお店等社会に出て実習する機会が難しい生徒さんにも、 

在校中に社会で実習できる機会をもたせてあげたい』 

現在、安城養護学校では、中学部 3年生の全生徒と、高等部 2年生の１～６組の生徒が実習で「ポ

ンテカフェ匠」と「アイエスエフネットライフ安城」を利用しています。 

 中学部 3年生は、『初めての場所で初めての人と初めての体験ができる』ということ、社会で働

く経験をしています。 

高等部 2年生は、週に 2回の作業の授業時間を利用して、一人 

当たり 3回をめどに実習をしています。子供たちはここでの実習 

を通し、学校だけでは見せない新たな一面を見せてくれています。 

どの生徒さんもほどほどの緊張感を持って臨んでいて、2日目を 

終えるころにはそれぞれが何らかの成長を感じさせてくれている 

ようです。また、この実習は日常の力を発揮できるかどうか確認 

できる場でもあります。 

他校にはないこのシステムを、安城養護学校の宝として今後も 

続けていけると良いですね。そして今後もっと幅広い児童生徒が 

活用していけますように・・。 

＊高等部 2年生の実習は水・金曜日の午前中に行われています 

（行事等により、ない時もあります）。ＰＴＡの皆様もお客様と 

してお店に行き、頑張っている子供たちを見ていただけたらと思います。 

思いその１ 

思いその２ 



 

 

『子供たちの作品を通して、地域の方との交流の場にしたい』 

現在、安城養護学校の子供たちの作品がたくさん「ポンテカフェ匠」に飾ってあります。お店に

来てくださったお客様が子供たちの感性豊かな作品に触れ、幸せを感じて帰ってもらえたらとても

うれしいですね。子供たちの作品にはそんな力が宿っていると思います。実際に和んで帰られたお

客様もみえますし、作品を気に入ってくれたお客様もみえます。子供たちも自分の作品が気に入っ

てもらえると自信につながりますよね。 

 子供たちの作品は定期的に変えていきます。保護者の方の承諾を頂き、現在は小学部のお子さん

の作品が飾られています。時々訪れてみてくださいね。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

『保護者のみなさんの交流の場にしたい』 

 「ポンテカフェ匠」では、2 階を貸切にすることも可能です。ランチをしながら、お茶をしなが

ら、学習会や活動をしてみませんか？（貸切は要予約） 

 朝は 11時から利用できます。（それより早くがいい、また夜がいいなどがあればお店にご相談く

ださい）より気軽に皆さんに利用してもらえるように「学習会セットメニュー」など検討中です。

また次号でお知らせできたらと思います。 

 また、お誕生日会などの開催もできますよ。料理もケーキも要相談です。素敵なケーキが登場す

るかも！！あなた好みの会を企画してみてください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後も、安城養護学校と連携した「ポンテカフェ匠」、皆さんに支えてもらいやすい「ポンテカ

フェ匠」を目指してサポートしていきたいと思っています。ご理解とご協力をよろしくお願いしま

す。                             夢列車☆匠ん メンバー一同 

思いその３ 

思いその４ 

★メニューが新しくなります★ 

 

 12月 1日（日）から、「ポンテカフェ匠」のメニューが一新します。これまでのアンティパスト（前

菜バイキング）はなくなりますが、パスタの種類もグ～ンと増えます。オムライスやピザ、ハンバー

グやカレーなどパスタ以外の料理も登場します。（詳細は別紙チラシをご覧ください。） 

 また、メニュー一新に伴って会員特典も一部変更されます。会員の方は来店時必ず「会員証」をご

持参ください。レジにて飲食代より 100円引かせていただきます（物販やボトルキープ、100円以下

のメニューなど一部対象外になるものもあります）。 
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災害時に障がい児がどうしたら 

落ちついて過ごすことができるのか 
～親としての準備と心がまえ～ 

 
 

 
 
 
 

岐阜市立岐阜特別支援学校 PTA 

岐阜県立岐阜本巣特別支援学校 PTA 



きっかけ 
 平成 24 年度、三重県で行われた東海地区特別支援学校知的障害教育校 PTA

連絡協議会（以下東知 Pと略す）で NPO阪神高齢者・障害者支援ネットワーク 
の理事長、鍵屋一様の話を聞き、とても危機感を改めて感じました。一緒に来
ていた当時の岐阜本巣特別支援学校の方も同じことを思い、鍵屋様と同じ所属
の黒田裕子様を講師に招き、阪神・淡路大震災のとき自分が被災しながらも看
護師として救助活動などに精力的に行ったときの話、被災後の障がい児、者は
どうだったかなどの話をしていただきました。 

両校が、同じ岐阜市内にあり、また比較的近いことから「お互いが、協力しあ
えるといいね。」という思いのもと合同での取り組みが始まりました。、 

そして岐阜市近隣の特別支援学校にも案内を出し、参加を呼びかけました。  

 

各特別支援学校・養護学校 

盲学校・聾学校 PTA会長様 

 

岐阜本巣特別支援学校、岐阜特別支援学校 

合同 PTA防災研修会（PTA保健体育委員会講演会）のご案内 

 

 厳冬の候、会員のみなさまにおかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し
上げます。日頃は、PTA活動に格別のご理解とご協力をいただき誠にありがと
うございます。 

 さて、見出しの研修会を下記のとおり開催いたします。これは、災害福祉ネ
ットワークの専門家を招いての研修会で、保護者のみなさまにとっても有意義
な研修会になることと存じます。そこで是非とも、近隣の特別支援学校、養護
学校の PTAの皆さんにご参加いただきたくご案内申し上げます。 

 

記 

 
日 時  平成 26年 1月 27日（月） 10：30～12：00 

 

会 場  岐阜市立岐阜特別支援学校 高等部棟 多目的ホール 

 

講 師  災害福祉ネットワーク サンダーバード 黒田裕子先生 

 

演 題 「災害の際の要援護者に必要なもの、こと」 

 

約 100 人の参加がありました。
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 両校の講演会のアンケートから 
 

 実際の体験に基づくお話でとても参考になりました。学校、家でのマニュア
ル作り、地域のネットワークなど、今後すぐに行動にうつしてみようと思いま
した。子どもを守るために必要なことを具体的に話してくださって、とても勉
強になりました。 

 

 すごく勉強になりました。普通の防災用品は、ひと通り備えてはありますが、
まだまだ足りないことがわかり、準備したいと思います。でも、結構な量にな
るので、本当に持ち出せるかちょっと心配です。生の話に心が痛みました。自
分は、その場に居合わせたとき、周りがみれる余裕があるか不安になりました。
普段からいろんなことを考えて心の準備が必要だと思いました。ありがとうご
ざいました。 

 

 子どもと一緒に事前にシュミレーションをすることが大切だということをや
らないといけない 

 

 “日頃の備え ”のお話で、私が準備できていないのは、お金とカイロだけで
した。私は、3・11の時、本当に恐ろしかったです。そして、どうやって息子（知
的障害、自閉症）を守ろうかと考えました。健常の娘に笑われて「お母さん、
オーバーだよ」と言われながらも準備したことが、決して無意味ではないと思
うことができました。ありがとうございました。 

 

 普段の食べ物、日用品など備えをしているつもりでしたが、いざ持ち出せる
か、すぐに使えるかと考えるとまだまだの状態であると思いました。家族の役
割について再度話し合い、その上で地域の連携について考えたいと思いました。 
 

 とても勉強になる話が聞けました。 

 

 経験からの言葉だとよくわかります。実際、目で見ないと言えないことだと
思います。現地で見聞きしたことを再び聞くことができました。 

 

 家族を守るために何をしているだろうか？考えるよい機会になりました。災
害時、自分で命を守るため何をするのか何を支援してもらいたいのか、これか
らマニュアル・シュミレーションを作りたいと思います。 
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 まだまだ普段の準備もできなかったです。いろいろな気づきも改めて教 

えていただき、今日、参加させていただけたことに感謝しています。 

 

 先生のお話を聞いて自分の災害に対しての備えの甘さを感じました。しらな
かったこともたくさん聞くことができ、参考になりました。 

 

 防災の備え・連携、たくさんの課題があることを再確認しました。一つずつ
クリアできたらいいと思いました。 

 

 今日は、ありがとうございました。参考になるお話ばかりで目からウロコで
した。また、是非お話を聞きたいです。 

 

 災害にあったときに具体的にどういうものが必要かお話いただけて、とても
参考になりました。 

 

 何が、大切かがとてもよく感じとれた気がしました。いろいろなお話、もっ
と聞きたかったです。家に帰ったら、まず家族と話をして準備したいと思いま
す。 

 

 「懐中電灯と笛は見につけておられますか？」と聞かれてドキリ！ 

いつ何時災害が起きるかわからないので、身につけていないと意味がありませ
んね。 

 

 日頃、いざというときの備えが、全く出来ていない現状がよくわかりました。 

具体的に何を備えたらいいこということ、地域をよく知り、連携をはかること
の大切さなど大変、勉強になりました。１つ１つ出来ることをしていこうと思
います。 

 

 備えを再度見直し子供に持たせるもの、自分が持つものを改めて考え直すよ
い機会となりました。より具体的な障害者の災害への話が聞きたかったです。 

 

 備蓄に対して、考えが甘いところが多々ありました。毎月しっかり確認をし
家族を守りたいと思いました。とても勉強になりました。 

 

 これらの感想から災害時に対する意識が、薄いことがわかり、少しずつ啓発
をして意識を高め危機感をもって欲しいと思いました。 
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 防災センター見学・体験 
 2014 年 7 月 2 日、各務ヶ原市にある広域防災センターへ行きました。まず
は、親さんが体験してみるということでビル火災、消火器の使い方、震度７の
地震体験をしました。 

 
地震体験 
 いつ起きてもおかしくないと言われている東南海地震。震度４あたりまでは
経験があっても、それ以上は、なかなかないと思われます。シュミレーション
ですが、体験してみました。立っていられない。携帯をいじることはもちろん、
その場から動けません。と同時に自宅にいると部屋にある家具類が、倒れたり
ときには、凶器になることもありえます。そんなとき、子どもを守るには？ 

 どこに身をおいたらいいのか各部屋の様子を再確認して揺れが収まるまでじ 

っとしていられる場所を探して見るとよいと感じました。 

 

 

消火器の使い方 
 家庭の台所に今は、必ずといっていいほどある消火器ですが、これもいざと
いうとき使えるでしょうか？台所などで火事がおこってしまった場合、消火器
のピンを抜き、ホースを火元にむけて噴射し火を最小限に食い止める。周りに
火事だ！と、大きな声でまわりに知らせることも大事と言われました。 

 

 

ビル火災体験 
 体験とはわかっていても、煙が建物内に充満し周りの視界がはっきりしなく
なると慌ててしまいました。普段、冷静を保って行動していますが、いきなり
発生となると、特に普段行かないところで建物火災に遭遇した場合、子どもよ
り大人のほうが先に慌てふためき、オロオロするのではないでしょうか。人の
たくさん集まる駅などもっと大パニックになり、そんな中で子どもを落ち着か
せ安全な場所に避難することは至難の業です。実際の火事では黒い煙と熱さが
加わると説明がありました。出かける場合、行く先々で非常口、避難経路の掲
示板など確認しておくことが重要だと痛感しました。 
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地震体験震度７ 

 

消火器の使い方 

 

ビル火災体験   
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平成 26年 10月 17日 

各 PTA会員のみなさま 

 

防災研修会のご案内 

 
  秋冷の候、PTA会員のみなさまにおきましてはますます、ご健勝のことと思います。
さて、今年は、全知 P連より防災に関する研究費用といたしまして助成金を受けることが
できました。その、一部を用い、東海 4県でも防災に対する取り組みが、一番進んでいる
といわれている、静岡県立浜松特別支援学校さんに伺い、ともに研修をさせていただくこ
とになりました。秋の行事等でいろいろとお忙しいこととは存じますが、是非ともこの機
会にご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

記 

日時   平成 26年 11月 21日（金）7時 50分岐阜駅集合、17時ごろ解散予定 

場所   静岡県立浜松特別支援学校 

日程   JR岐阜駅 7時 50分集合  

  プラン１ 岐阜駅発 8時 19分→名古屋着 8時 42分着（JR 東海道線 岡崎行） 

       名古屋発 8時 56分→浜松着 9時 39分着（JRこだま 638号） 

 

  プラン２ JR岐阜駅 8時 30分集合 

       岐阜駅発 8時 56分→名古屋着 9時 25分（JR 東海道線 豊橋行） 

       名古屋発 9時 34分→浜松着 10時 06分（JR ひかり 460号）   

 

浜松特別支援学校到着予定 10時 20～25分ごろ 

現地までは、バスかタクシーで移動 

 

10時 40分～12時 10分まで研修会。その後、昼食。午後 1時間ほど懇談会を予定してい
ます。 

 

     ※岐阜本巣特別支援学校・岐阜特別支援学校の両校合わせ 11名の参加でした 
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 浜松特別支援学校へ見学 

 平成 26年 11月 21日（金）静岡県立浜松特別支援学校さんに伺い、HUGの 

見学をさせていただきました。 

HUGってなあに？ 

H(hinanzyo避難所)U(uneiうんえい)G(gameげーむ) 

 日本は、世界有数の地震国です。いつどこで大地震が発生しても不思議ではありません。
大地震が発生した場合、家屋の倒壊や津波、火災、山、がけ崩れなどにより、被災した多
くの人々が避難所での生活を強いられることになります。 

 もし、あなたが避難所の運営をしなければならない立場になったときどう対応すればよ
いのでしょうか？避難所 HUG は、避難所運営を皆でかんがえるためのひとつのアプロー
チとして静岡県が開発したものです。避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情
が書かれたカードを、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置でき
るか、また避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。 
 プレイヤーは、このゲームを通して災害時要援護者への配慮をしながら部屋割りを考え、
また炊き出し場や仮設トイレの配置などの生活空間の確保、視察や取材対応といった 

出来事に対して、思いのままに意見を出しあったり、話合ったりしながらゲーム感覚で避
難所の運営を学ぶことができます。 

 

 防災訓練等を年 10回ほど行っていると聞き、びっくりすると同時に意識の高
さの違いを感じました。目の前に海が広がり、津波が来たらあっという間とい
う位置に学校はありました。児童・生徒たちは、3 階まで全員が、15 分以内に
避難できるように訓練を行うそうです。また各自の寝袋、非常用リュックが、3

階に保管されていて学校での宿泊学習も各自がもっている非常食を夕食にした
り、寝袋で寝たりして一夜を過ごす。まさしく避難所生活体験そのものでした。
PTAの方々も意識が高く、HUGも真剣そのもので、岐阜の危機管理の低さを改
めて感じました。 
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平成 27年 1月 23日 

各 PTA会員のみなさま 

 

平成 26年岐阜特別支援学校・岐阜本巣特別支援学校 

合同 PTA防災研修会のご案内 

 

 厳寒の候、会員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃
は、PTA活動に格別のご理解とご協力をいただき誠にありがと、みうございます。さて見
出しの研修会を下記のとおり開催いたします。これは、防災士会（岐阜県支部）の専門家
を招いての研修会で、保護者の皆様にとっても有意義な研修会になることと存じます。多
くの皆様にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

日 時   平成 27年 2月 4日（水） 10：00～12：00 

場 所   岐阜市立岐阜特別支援学校 高等部棟 1階 家庭科室 

講 師   岩井 慶次先生 

演 題   「学校が避難所になったら？」～避難所運営ゲーム（HUG）を通して～ 

 

※両校あわせて参加者 25名でした 

 

 上記の案内を両校 PTA会員に配布し参加を呼びかけました。講師自身が、実際、被災地
に援助にいったときの話を聞き、HUGを行ってみました。実際にやってみると、迷います。 

カードには個々の状態などが書かれていますが、例えば毛布が、送られてきました。どこ
におくといい？みなさんにお知らせしなくてはならないから、掲示板に貼り紙をしなくて
は。ペットを連れてきました。離れたくないといってます。どこの部屋にはいって 

もらおうか？と、いろんな条件のカードが出てきます。すばやく対応しなくてはなりませ
ん。ゲームなのであちらこちらにカードを移動させても文句は出ないですが、実際の現場
では罵声や苦情がはいってくるだろうと想像できます。そんな中で私たちの子どもたちは、
どんな扱いを受けるのだろうと考えてしまいます。少しでも障がい児・者やその家族の不
安をとりのぞくためにはまず、私たち親が、運営をしていくことだと痛感しました。 

 なぜなら、障がい児者の様子が、大まかでもわかるのは日々、生活をともにしている私
たちだからです。普段は、いろんな面で守られている側で受け身の姿勢になってしまいが
ちです。それに慣れてしまっているとどんな時でもやってもらって当然。そんな気持ちに
なりがちです。自助・公助・共助を念頭におき、だれもが気持ちよく避難所生活を送れた
らと願わずにはいられません。 
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 東日本大震災後、保護者向けに「保護者が不安に感じること・知りたいこと（在学中や
登下校中の被災、避難所について）アンケートを実施いたしました。H24 年に実施したも
のでデータは、少々、日にちが経過していますが、それから少しも前進していないことに
気がつき、東知 P 連での鍵屋一講師のお話を聞いたのをきっかけにまずは、啓発活動から
行っていくことにしました。親さんの叫びを受け止め引き続き、活動を続けていこうとお
もっています。 
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 まとめ 

 今年度は、岐阜地区高等学校 PTA 連合会での発表の機会がありました。（別紙を参照）
学校紹介と防災の取り組みをパワーポイントにて示しながら、普通高校の PTA会員のみな
さまに知っていただこうと、障がいの特性などを交えて話をしました。 

  

 例えば被災して避難所にいった場合、急な変化に気持ちがついて行かず、パニックを起
こしてしまったり、食べるものでも特定のメーカーのものしか受け付けなかったり、排泄
でも様子が違うといつもは出来ることでも出来なくなったりと・・。どこまで理解してい
ただけたか、はなはだ疑問ですが、まずは、知ってほしいという思いから、発表すること
にしました。これは、本巣特別支援学校さんとは合同ではなかったのですが、障がい児を
もつ親同士であり悩みは同じという共通の思いをもった発表でした。 

 

 NPO法人 サンダーバードの黒田裕子先生の話の中で障がい児者は、どんな様子だった
かをききました。隅に追いやられ、対応が後回しになっていると。なので、声を大にして
助けて欲しいとアピールしないと・・・と、おっしゃっていました。日常生活の中でもま
だまだ、理解されず心無い言葉を浴びせられることのある私たちが、災害に合い憔悴しき
っている地域の方たちの中にいることさえ、針のむしろにすわっている気分です。そんな
中で障がいをかかえた子どもたちを守るのは大変です。これなら大丈夫という答えは、正
直ありません。いろいろ模索をし意見を出し合いながら、個々にあった方法を見つけてい
くことだと思います。1人の力では出来ないことでも PTAだからこそできる活動をこれか
らも知恵を出し合いながら、災害にそなえて行きたいと考えています。 
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